
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会   期： 2025年10月30日（木）～11月1日（土） 
会   場： 富山国際会議場 
会   長： 佐武 利彦  
 （富山大学学術研究部医学系 形成再建外科・美容外科 教授） 

 
  

 

第 13 回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 

（併催） 

ブレストケアナース・医療スタッフプログラム 

および 患者・市民参画プログラム 

 

開催趣意書・募集要項 



開催のご挨拶 

 
謹啓 時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

このたび、2025年の第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会の会長を拝命しました富山

大学 学術研究部医学系 形成再建外科・美容外科の佐武利彦です。「本学会総会」を2025年10月30日・31日

の両日に、また「ブレストケアナース・医療スタッフ向けプログラム」を10月31日・11月1日、「ビジネススクール 
（pre-MBAコース）」を11月1日、および「市民公開講座、患者・市民参画セッション、ならびにピンクリボン 
ウォーク」を11月1日・2日に、富山市の富山国際会議場にて開催いたします。 

本学会は、乳がん治療における根治性と乳房の整容性の両立を目指し、乳腺外科医と形成外科医の知識

共有と相互理解を深めることを目的として設立されました。現在、会員数は2,400名を超え、今回の富山での学

術集会には約1000名の医療者の参加を見込んでいます。 
 

2013年の乳房インプラント保険収載から10年以上が経過し、最近では遺伝性乳がん卵巣がん症候群に対す

る予防的乳房切除・再建の保険適用や、鏡視下およびロボット支援下手術、脂肪注入などの新技術導入により

、治療の選択肢が多様化しています。一方で、乳房再建医療は地域や病院による格差が存在しております。 
そこで今回のテーマを「Raising the Bar in Oncoplastic Breast Surgery」と設定し、日本の乳がんおよび乳房再

建医療全体の底上げと、医療者個々のレベルアップを目指します。COVID-19の影響が徐々に落ち着く中、海

外の乳腺外科・形成外科のエキスパートも招聘し、広い視野で乳がん治療と乳房再建の未来を考察します。 
 

現在、日本人女性の9人に1人が生涯で乳がんに罹患すると言われていますが、日本の乳房再建率は先進

国の中でも低く、現在も乳房切除術の十数％にすぎません。この状況を改善するため、乳房再建を広く国内に

普及させるための継続的な取り組みが必要です。今回の学会では、その第一歩として、チーム医療の要となる

ブレストケアナース・医療スタッフが参加し、乳がん患者さんが集うプログラムをそれぞれ企画しました。 
2024年7月に発刊された「患者さんと家族のための乳房再建ガイドブック」が大きな反響を呼んでおり、乳房

再建への関心が高まっています。本学会がその普及啓発の一助となることを願っております。 
 
私の生まれ故郷である富山の地で、乳がん治療と乳房再建に携わる多くの医師をはじめ、医療従事者、乳

がん患者さん、関係者が一堂に会し、活発な議論を交わせるよう、万全の準備を整えてまいります。 
 
本来、学術集会の運営は学会出席者からの参加費、公共団体などからの寄付等で賄うべきところですが、昨

今の経済状況や本学会の財政事情を鑑み、開催諸費用の不足が危惧される状況です。そのため多方面から

のご援助を仰ぎたく、ここにお願いする次第です。 
つきましては貴社におかれまして、本学会の趣旨に御賛同いただき、学術集会運営のために格別のご高配

を賜りますよう、切にお願い申し上げます。 
末筆ながら、貴社の益々のご繁栄をお祈り申し上げます。 

謹白 
 

2024年 10月 吉日 
 

第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 
会 長         佐武  利彦 

（富山大学学術研究部医学系 形成再建外科・美容外科 教授） 
 

  



＜開催概要＞

1. 学会名称

ブレストケアナース・医療スタッフプログラムおよび患者・市民参画プログラム

（第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 併催）

2. 主催機関及び責任者

会   長 ： 佐武 利彦 （富山大学学術研究部医学系 形成再建外科・美容外科 教授）

副 会 長 ： 真水 美佳 （NPO法人E-BeC（エンパワリング ブレストキャンサー） 理事長） 
事務局長 ： 倉田 典子 （富山大学附属病院 看護部 看護師長（ブレストケアナース））

事 務 局 ： 富山大学学術研究部医学系 形成再建外科・美容外科

〒930-0194 富山県富山市杉谷2630番地 TEL:076-434-2281（代表） 

3. 会期： 2025年11月1日（土）・2日（日）

第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会後に併催 

4. 会場： 富山国際会議場

https://www.ticc.co.jp/facility/ 
〒930-0084 富山県富山市大手町1番2号 TEL: 076-424-5931／FAX: 076-493-7170 

5. 来場予定者数： 約 500 名（医師、看護師、その他医療関係者および一般市民）

6. 開催計画の概要

【ブレストケアナース・医療スタッフプログラムテーマ】 乳がん治療と乳房再建におけるチーム医療の構築

【患者・市民参画プログラムテーマ】 乳がんと乳房再建を考える日~乳がん患者さん、ご家族、市民の方々

と共に～

【学術プログラム】

10月30日（木） 10月31日（金） 11月1日（土） 11月2日（日） 
午前 第13回日本乳房オンコ 

プラスティックサージャリー

学会総会 

第13回日本乳房オンコ 
プラスティックサージャリー

学会総会 

市民公開講座 
患者・市民参画プログラム

（特別企画） 
ブレストケアナース・医療

スタッフプログラム

スポンサードセッション

ビジネススクール

企業展示 

ピンクリボンウオーク
2025 

ピンクリボントーク

ショー

お昼 ランチョンセミナー ランチョンセミナー ランチョンセミナー

午後 第13回日本乳房オンコ 
プラスティックサージャリー

学会総会 

第13回日本乳房オンコ 
プラスティックサージャリー

学会総会 

ブレストケアナース・医療 
スタッフプログラム

患者・市民参画プログラム

（特別企画、アピアランス

ケアセミナー） 
スポンサードセッション

ビジネススクール

企業展示 

キッズドクター

セミナー

7. 開催形式： 現地開催を予定 （特定の演題に関しては、後日オンデマンド配信も予定）。

8. 運営事務局

第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 運営事務局 
ユアーズ学術企画株式会社内 〒164-0003 東京都中野区東中野4-6-5 山手ビル

E-mail： jopbs2025@yours-g.co.jp ／ TEL： 03-5937-1456 ／ FAX： 03-5937-1457



 
 
 
【会 期】 2025年11月1日（土） 
【会 場】 富山国際会議場 （〒930-0084 富山市大手町1番2号） 
【日程・会場及び共催金額】 

日程 セミナー名 開催予定時間 会場(予定) 予定席数 金額（税込） 

11 月 1 日

（土） 

ランチョンセミナー 
60 分 

12:00～13:00 
（予定） 

第1会場 
シアター 

固定 825 席 
（予定食数 400 食） 

1,650,000 円 

スポンサード 
セッション 25～60 分 

想定金額 330,000～550,000 円（税込） 
セッション時間によって変動します。 

※ご希望の場合は、事前にご連絡ください。 

 
※本趣意書は、11月1日（土）併催プログラムの共催セミナーに関する募集要項です。 

10月30日（木）、31日（金）の共催セミナーをご希望の場合は、別途、「第13回日本乳房オンコプラス

ティックサージャリー学会総会 開催趣意書」の記載の内容をご確認下さい。 
 
【座長・演者・テーマの選定について】 

ランチョンセミナーのお申込みは、座長および演者の人選のご希望を申込書にご記入ください。 
会長および事務局にて調整後、最終的な決定を通知いたします。その後、各企業より座長･演者に 
正式なご依頼状をお出しください。 
スポンサードセッションにつきましては、座長・演者確定後、運営事務局よりご依頼いたします。 
時間・席数につきましては予定です。プログラム構成上変更の可能性もございますので、あらかじめ 
ご了承ください。 

 
【共催金額に含まれる費用】 

（1） 会場費および控室室料 
（2） プログラム関係費（企画、抄録掲載、共催企業名掲載） 
（3） 会場講演用機材、備品（液晶プロジェクター、スクリーン、音響・照明設備、舞台など）及び、 

それらの設営費 
（4） 会場および控室前の表示看板 
（5） やむを得ずWeb開催を行う場合の追加機材費およびオンデマンド視聴にかかる費用 
 

【共催企業で別途ご負担いただく費用】 
（1） 座長、演者などへの謝金、旅費、宿泊費 （公正競争規約や公務員服務規約などに準じます） 
（2） 参加者へ提供する飲食費 
     ※ランチョンセミナーの弁当数は400食を予定しており、手配は学会運営委託業者が行います。 
（3） 人件費（PCスライド操作、音響・照明操作、資料配布、アナウンスなどの運営要員） 
（4） 講演の録音、ビデオ収録、同時通訳機器費用など 
（5） 広告用チラシなどの印刷物、および貴社PR動画・スライド等の製作費 
（6） 控室でご使用いただくためにオーダーされた液晶プロジェクター、スクリーン、PCなど機材費 
（7） 控室での企業スタッフならびに座長、講演者用飲食費 
※（2）、（6）、（7）に関しては、運営事務局で手配いたします（有償、後日オプションオーダー）。 

その際、手配管理料として合計金額の10%を手数料として頂戴いたします。 

共催セミナー募集要項 



 
【プログラム・抄録集およびネームカード】 

プログラムに「共催」として会社名を明示します。 
完成後、各企業にネームカード及びプログラム集を寄贈・配布いたします。 
 

【広報チラシ】 
印刷前の校正の段階で会長にチェックいただきますので、運営事務局までお送りください。 
広告には、共催として学会ロゴマークおよび学術集会名の併記をお願いします。 
サイズはA4サイズに統一してください。 
 

【PR動画、PRスライドの映写について】 
貴社のPR動画、またはPRスライドを、セッションの開始または終了時に3分程度映写が可能です。 
但し、動画およびスライドの制作費は協賛金額に含みませんので、貴社にてご作成ください。 
内容に関して、会長にチェックいただきますので、開催の2週間前までに運営事務局までお送りください。 

 
【申込方法】 

趣旨にご賛同賜りご協力いただけます場合は、本会ホームページの「協賛募集のご案内」ページよりお申

込みください。 

https://jopbs2025.umin.jp/sponsorship.html 
電話およびFAXによるお申し込みはお受けできかねますことご了承ください。 
同日時に複数のお申込がある場合は、調整を会長および事務局に一任とさせていただきます。 

 
【申込締切】 

2025年6月20日（金）  ※貴社内の手続きにお時間がかかる場合はご一報ください。 
 
【共催金のお支払について】 

共催枠確定後、請求書をご担当者様宛に送付いたしますので、請求書到着後、2か月以内にお振込みをお願

いいたします。 
お支払い期日の希望がございます場合は、申込時に備考欄に記載の上お知らせください（E-mailでご連絡い

ただいても構いません）。できる限り対応させていただきます。 
  



 
 
 
 
【展示会場】 富山国際会議場 （〒930-0084 富山市大手町1番2号） 
 
【展示日程】 2025年11月1日（土） 9：30～15：00（予定） 
         ※搬入・搬出スケジュール： （搬入）2025年10月31日（水）夕方を予定／ 

（搬出）2025年11月1日（土）15：30以降を予定 
※この展示募集要項は、11月1日（土）のみの募集要項です。 

10月30日（木）、31日（金）の展示をご希望の場合は、別途、「第13回日本乳房オンコプラス

ティックサージャリー学会総会 開催趣意書」の記載の内容をご確認下さい。 
 
【募 集 数】 10小間（予定） 
 
【出 展 料】 1小間 55,000円（税込） 
 
【展示小間】 事務局が準備する展示小間は下記のとおりです（予定）。 

・展示用机（W1,800×D600×H700）机1台、椅子2脚  
・社名板１社につき１枚（幅 300mm×高さ100mm 程度のテントカードを机上設置予定）。 
※上記以外の装飾、電気配線など一切は出展社各位でご負担いただきます。 
※詳細につきましては、会期1か月前頃に、『展示実施要項』をお送りしてご案内いたします。 

 
【留意事項】 10月30・31日の展示から引き続きで行っていただける場合（別途出展料がかかります）は、上記の

展示机ではなく、30日・31日の展示小間のままでも可能です。ご希望の場合は運営事務局迄お

知らせ下さい。 
 
【幕間企業PR】 幕間時間を利用して、第1会場または休憩コーナー等で、貴社製品のPRが可能です。PR時間

は3分ほどで追加料金はございません。ご希望の有無は申込時にお知らせ下さい。 
 
【小間割り】  各社の出展場所・小間割りは、会長および事務局にて調整し決定いたします。 
 
【申込方法】  趣旨にご賛同賜りご協力いただけます場合は、本会ホームページの「協賛募集のご案内」より 

お申込みください。 

https://jopbs2025.umin.jp/sponsorship.html 
電話およびFAXによるお申し込みはお受けできかねますことご了承ください。 

 
【申込締切】 2025年9月1日（月） 
 
【お支払について】 お申込確認後、請求書をご担当者様宛に送付いたしますので、請求書到着後、2か月以内

にお振込をお願いいたします。 
 
【キャンセル】 出展者のご都合による出展申込の取り消しは原則としてできません。やむをえず出展を 
 取り消しされる場合、お支払済の出展料は返金できませんのでご了承ください。 

※小間配置が確定した後のキャンセルにつきましては、出展料お支払い前であっても、 
それまでに発生した事務手数料を申し受ける場合がございます。 

  

展示募集要項 



 
【学術集会お振込み先指定口座】 
取扱銀行： 北陸銀行 呉羽支店 （支店コード：120） 
口座番号： 普通 6106251 
名   義： 第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 
     （ダイ13カイニホンニユウボウオンコプラステイツクサージヤリーガツカイソウカイ）  

※ フリガナの 13 は数字です。 
 
 

本学会では、各社が本会に要した費用（共催費、出展費、広告費、飲食費等）に関して、日本製薬工業協会の

「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインに関する指針」及び、日本医療機器産業連合会の「医療

機器業界における医療機関等との透明性ガイドライン」に基づき、各社がウェブサイト等にて情報公開すること

に同意いたします。 
なお、別途同意書への押印・サインは控えさせていただきますので、あらかじめご了承ください。 
 
 

趣旨にご賛同賜りご協力いただけます場合は、本会ホームページの「協賛募集のご案内」ページよりお申込み

ください。 

https://jopbs2025.umin.jp/sponsorship.html 
電話およびFAXによるお申し込みはお受けできかねますことご了承ください。 
 

 
 

 
第13回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会 運営事務局 
ユアーズ学術企画株式会社 内 
〒164-0003 東京都中野区東中野4-6-5 山手ビル 
E-mail： jopbs2025@yours-g.co.jp ／ TEL： 03-5937-1456 ／ FAX： 03-5937-1457 

項目 申込み期限 

共催セミナー 2025年6月20日（金） 

企業展示 2025年9月1日（月） 

各種お申込み期限 

協賛 お振込先口座情報 

お問い合わせ先 

情報公開について 


